
隊員ひとこと：もう少し寒い日々が続きますが、春はもうすぐ！（宮内）
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私の暮らす東町沢入は、草木ダムの上流に位置し、ダム下
に比べて寒さが一段と厳しい所です。私の活動現場の一つ
は、沢入の集落から黒坂石川を遡った奥にあり、その寒さ
がさらに増します。堰堤から流れ落ちる水は凍りついて氷
瀑となり、山肌からは大きなツララが下がります。木々は
すっかり葉を落とし、周囲は静寂に包まれ生き物の気配は
ほとんど感じられません。時折沢沿いを飛ぶカワガラスの
姿を見る程度です。 これほどの寒さの中でも、山仕事を
していると汗をかき上着を脱ぎたくなるのですが、少し動
かないでいると急激に体は冷えて寒くてたまらなくなりま
す。寒さは重機にも影響して動きが悪
くなります。こうなると、この現場で
の作業は切り上げて、ダム下のもっと
暖かい現場へと移動することになりま
す。 自然を相手に仕事をすると、人
間も野生の動物と同じように自然のサ
イクルに従って、季節や気候に応じて
活動場所を変えるようになるのですね。
（後藤）

〇新隊員からひとこと
　林業振興分野で着任しました。以前から田舎暮らしに憧
れがあり、移住先を探す中でみどり市地域おこし協力隊に
出会いました。
　前職では展示会やイベントの木工造作や現場での設営撤
去等をしていました。多少ですが木材と関わっていたので、
この経験を将来的に生かしていきたいと思います。
　林業や山間部での生活等未体験なことばかりなので、い
ろいろとお世話になることが多くなると思いますが、よろ
しくお願いします。（山橋）
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今年（2025年）は、1895年（明治28年）　
4月26日の大間々の大火で岡直三郎商店さ
んが蔵の醤油を使って鎮火し、町を守って
から130年になるそうです。また、近藤酒
造さんも創業150周年とか。みどり市の歴
史を感じる年になりそうです（高野）
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①から④の文字を組み合わせて単語をつ
くれ。（ヒントは春を告げる）

・ケニアの首都
　　〇①〇〇　4文字
・「神楽」の読み方　　
　　○②〇　３文字
・風邪の予防に
　　③〇イ　3文字
・みどり市のハイキングコース
　　鹿田山〇〇〇〇④　

＜これまでの答え＞

64号　みどモス　
65号　カタクリ
66号　トナカイ
67号　キンウン（金運）
　

「寝釈迦を見に行きました」

みどモス

話してきました！

3月8日（土）東京都有楽町のふるさと回帰支援セ
ンターにおいて、みどり市に縁のある若者の皆さ
んで市の魅力とPR方法について、語り合う座談会
を実施します。
東京圏に在住のお子さんやご親族等への周知もい
ただけますと幸いです。

＜開催日時＞2025年3月8日(土)16：45～18：30
＜開催場所＞ふるさと回帰支援センター
　　　　　　東京都千代田区有楽町2-10-1
　　　　　　東京交通会館8F
＜対象＞　　20～30代のみどり市に縁のある方
＜ゲスト＞　金子　雅和さん（映画監督）
＜募集人員＞男女各10名（先着）
＜参加費＞無料
＜当日の予定＞
・「みどり市制20周年記念映画(相澤忠洋氏を題  
　材)」の監督を務める金子 雅和監督による講話
・金子監督と参加者の意見交換
・参加者同士によるグループトーク等
＜問合せ先＞
　地域創生課0277-46-9067


